
51年 度

第 2図 品 質別1文士 ( 101木 当り)ハ ウス

タ
2,Ooo 良果  や 1ヽさ奇形果 l i合 計

3

8 月 2 3 日② 7 月7 d

ハ ウ ス の炭 酸 ガス 施 用に つ い て

上.背 景 と特徴

本界の野菜用うヽクス設置面積は約 800,ooO材あり、そのぅらパイプハウスが約 50%を 示

め、作付 されている種類はパィプハウスはイテゴ、大型の鉄骨ハウスはキユウリが約 8o%、

トマト20%と 推定 されている。

す
H‐t‐クリ、 トマトの作型は1月は構、3月定植の半促成栽培が主で跡作として8月まなの

サT'Uキユウリが栽培されているち

ハウス栽堵で力i年、光合成を増大ぺせる方法として、ハウス内に炭鞍ガス発生機による炭

駿ガス施用が行われており本県にも昭和 49年 から炭骸ガス発生機が導八され、設直台数も

メT,十 先行型で進められてとており、 (全国的な傾向 )本県では現在、ィテゴを除き、約

8o%程 度の普及率と推察される。

炭酸ガスの施5E法と効芽とについては、明らかでなレヽ点もあって施用法おょび施用効果を検討

した結果と、全目の成績とりまとめ会議の資料とともに参考に供した。
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2.技 術の内容

(1)施 用時期  半 促成栽培では定植後 30日 頃で、キユウリは収穫始め、 トマトは着果始

めから施用。4月 ～6月

砕)施 用時間  日 の出以後 3o分 後か ら換気までじ長 くとも3～ 4時間じ

(日照量の強弱によって炭酸同化作用が異なるので )

(3)施 用濃度  備 天時  1,000～ 1,500野狛       |

曇天時   5oo～ 1,00o B弥

“)温 度条件  特 に高品にするょうなことは避け28～ 30cで 換気をする。

3、普及_との解意点

は)堆 肥孜ど右核物の施用によりC軌 が多く発生しているときは、施用効果が少ない 】

e)早 期加温をすることによりさらに効果が高まる。

●)密 開する時間を長〈して多湿にするようなことは避ける。

←)施 肥量は標準立でよく、鴻水はやや控え目にし、挙菜の過繁茂になることを防ぐc

(5)ト マ トでは、新業にア/ト ンアンが異常にあらわれたり、かっ変症があ=らわれ、栗の仲

長停止となることがあるので夜温を標準より2～ 3℃高める。 |

G)高 温多湿の密閉したハクスでは各種のカスの蓄積量が多くなり、人体及び作物に陣著が

生ずることが考えられるので、長時間の施用を逮け、不完全燃焼にならないようにする。

~   4.試
験成績の概要

(1)試 験諜題名  施 設因芸の生産安定  ′ タヽスの炭戯ガス施用

像)試 験年次及び場所  g召 和 Sl年   岩 手県園芸試験場本場

(3)試 酸方法

A 施 用試験

① 炭 酸ガス施用   ②  炭 酸ガス無施用区

キユウリ 1月 20日 は種、3月 12日 定植、品程 光  3号 、P型

ト マ  ト 1月 10日 は程、3月 12日 セ寵、品種 ハ ウスはなれ

供試ハウス Zl「
t4180型 ファイロ/張 り900ず (18x5秘 )の ン`ウスを中仕切

りとした。 1室 400F″ア

供試炭酸ガス発生機  デ キール 400
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炭酸 ガス施用時期及び施用時間

3月 3o日 ～ 4月 12日   15分 /h(

4月 13日 ～ 4月 24日   30分 /h(

4月 25日 ～ 5月  5日   15分 /h(

5月  6日 ～ 6月 30日   3o分 /h(

B 炭 骸 ガス濃度分布調査     i

A M 6時 ～ 1 0時

〃       〃

59年 十t、企農 ZM130型 フアイロシぼ り909″P(187拷 X5o,れ )のハウスで、

C02発 生機 (デや ヽ 4oo型 燃安量 2.4そ /hr bを 使用 し、作動時間 とガス濃度変

卜化、分布について調査 し、 5二 年は上記ハウスも中仕切 りt夕1室 40o,メとしたものに

ついて同様に実態を調査 した。 C02の 分折は堀場赤外線式 C02計 により行 ったて,

(4)試 験結果

A 炭 酸ガス施用

1)キ ユウリ生育は 4月 10、_ち鬼7日 の調査ではほとんどたがなかった。5月 20日 まで

の有効側板の発生はCa施 周区が、約 11%少 〈退化債1校の発生が約 10%多 かった。

不,と全身の花七,どノ|↓とがみられなかった。キデ〔量でtな酷着夕と数でC02カ こ用区10.6"増 加

を示し、A級 十B級ては17.3"増 収を示した。時期別収量では5月 2o日 までではC02

施用区がA級 、B級 とも多収の傾向がみられた。5月 21日 以降はA級の差はみられない

がヽB級が多い傾向かみられ、C級 では5月 16日 まではCa施 用区が多く、5月 11

日以降では差はみられなかった。ま‐/c C o2無施用区が全収模朝間B級がA級 を上回るの

に対 し、C02施 用区は5月 20日 までの前半 40日 間A被 が必級を_上回るィ又量であった。

2) ト マト生荷は4月 12日 、 4月 22日 の調査では662無 施用区がゃや勝る傾向がみら

れたが5月 13目 の調査では草友でC02施 用区か勝る傾向がみられ′た、 15節 葉の大き

さはほとんど差がみられなかった。収生では100タ リ、上の収松個数はC02施 用区が前

半 C6月 10出 )が 多く後半は少ない傾向がみられたが1個平均重は重い傾向がみられた。

活L形呆を含む総収量ではC02施 用区か'17.9"、 100夕 以干との収童では21.7%と 多かっ

た。               1'                |

B 炭 骸 ガス濃度分布                ! ‐

1)C02濃 度分布 をみると(ガ ス濃度 は革姿部でや 低ゝ く(上 部は高い仮向があった。

2)日 中のガス於笈変化 をみると、換気扇の作動にょリガス濃度は低下するが、発生機の作

動 で 10‐0～ 2 00PPm程 度高めることができた。

a、 ハレス内C02濃 度の分布
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測定場所  50年 5月 16日 午前 10時 、換気扇無動 (室温 20C)、 ガス発生機作

動で地表 より、0、 50、
'100ヽ 150、 200、  300御 の高さに吸入ポンプ付

吸気管をセツトした。

5.主 要成果の具体的デニタ       ｀

A 炭 駁 ガス施用

第 1表  キ ユウリ生育

調査月日 4 月 1 0 日 5 月 7 日 5 月 2 0 日

草丈

6崩

葉数

(売女)

最力難 ' 草女

紛

案 教

(北k)

1最賜 〕!幕交

(解〕

有効似1

枝発生

率 の

退化側

枝発生

率 の

不健全

果数

(1固)
タテ ヨ ヨ タテ ヨ ョ

C 0 2 施用 区

C02無 施用区

1 1 5 , 8

116.7

６

　

　

３

５

　

　

４

1 & 1

1 8 . 1

23.8

24.3

172.

176.

22.6

22.9

22.5

21.9

29,8

29.2

25.2

24.9

44. 8

56.6

30,2

19.6

7 . 2

5 . 9

第 2表  キ ユウリ 収 豊 (10株 当 り)

A級

俗

叫級

衛

C級

衛

≡
日

俗

AttB級

岱

A級 率

の

B級 率

の

u /  童  比

計 A 十 掛

晩

施

用

区

4//9～ 30

5//1ハ▼20

21～ 6/10

11ヤ 30

7/1～ 10

計十

31.0

68.0

48.5

29.0

12.5

189. 0

23.0

65.5

69.5

38.0

16.0

2120

4 . 0

22.5

1 8 0

7 . 5

6 . o

5 8 . 0

58.0

156.0

136,0

7 4 5

34. 5

459.0

54.0

133.5

118.0

67.0

2&5

4 0 1 . 0

53.4

43.6

35.7

38,9

36.3

41.2 46.2

・
７

９

１

０

４

３９
．
と１

．

５．
．

５．
．

五

‘

163,3

1001

117.2

97.3

784

110.6

177.0

114.6

126. 2

101.5

80.2

117.3

こ【)2

無

一施

用

区

4 / 9 - 3 0

5 / 1 ～ 2 0

2 1 ～ 6 / / 1 0

1 ■- 3 0

7 / 1 - 1 0

計

14.5

56.5

41. 5

30.5

13.5

156.5

16.0

60.0

52.0

35.5

22,0

165.5

5 . 0

26ち5

22.5

10.5

3 . 5

7 3 . 0

35,5

1 4ユ 0

'116,0

765

44.0

415.0

39.5

116.5

93 5

66.0

35.5

3 4 2 . o

40.8

39.5

35.8

39.9

30.7

37.7

45.1

4 1 . 9

4 4 . 8

46. 4

50.0

44. 7

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

米 A級 、 B繊 、C級 出荷税務基準
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第 9表  ト マト 生 育

試験区

日
目
月
項
査
び
調
ょ

4 月 1 2 日 4 月 2 2 国 5 月 1 3 日

革丈

齢

葉教

衡

最大郵効 草女

働

葉教

像)

最大却筋 草丈

勧

葉教

ω

最大葬効

タテ ヨ ヨ タ テ ヨ ヨ タ テ ヨ コ

C 0 2 施用 区

Ca無 施用区

32.3

923

15. 6

1 5 . 4

48.3

50.o

4 7 . 7

5 2 . 1

127.9

128 7

17.8

18.0

5 2 . 5

5 5  4

5 5 . 5

6 1 . 6

1 7 0 . o

1 8 0 . 0

2 0 . 7

2 0 . 3

4 6 . 6

4 5 . 2

4 8 6

4 8 , 3

第 4表  ト マト 怪 量 (19株 当り)

艦
ダ良

合計

重量

109夕 以上 収 量  比

100タリ、上 101-200タ

ド 重量
1 考戸子

均 重

100″

以上
合計個数十主主 個数 主量

C02施 用区

C02無 施用区

13

9

1 , 0 0上

73 4

4 5

6o

7, 211

8, 749

76

69

21505

15609

４

　

２

1, 175

291

30,92

25383

28716

24358

237 3

188 8

1 2 1 . 7

100

1 1 7 . 9

100

※ 収 穫ltJi間5月 24日 ～ 7月 10日

B 炭 酸 ガス農度分布  ‐

キユウリ作付 (草丈 200御 )

ナス作付 (車丈 90御 )

第 1表  濃 度分布 (P・ Pとm)

や初 0 50 10o 150 20o 300

Ｂ

　

Ａ

(通 路 )

″

(株 門 う

0 (通 路 )

F    ″

E    〃

D    ″

1, 500

1,32o

l,320

1,62o

l,520

1,480

1,530

1,36o

l,320

1, 750

1, 560

1, 520

1,5o0

1,550

1,510

1,660

1,690

1,540

1,500

十
　

一

1, 520

1, 65o

l,630

1,630

1,72o

l,750

1,730

1,630
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濃度変化

第 1図  51.5.弧晴)発生器 3 0分 作勤 30分 休止

ゴ

ィ 施肥室

- 1, 500

千

   P n ■

と 1,000

500換気扇 on

(2o c )

も

第 2 図 5 0 , 5 .11(快 時 )発 生器 4

発生器 off

↓

5分 作勤 15分 休止

1,000

(30 C )

2       1      12      11       10      9       8       7       6       5麟学

第 3図  50.5,10(快 購 )発生器 30分 作動 30分 体止                   ｀

_1,000

‰

発生器 off
500

換気扇 ol■(30c)

，
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ０

ｌ

ｌ

催
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